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伊 J 1 ＇徹
Eugene Dabi tは作家としては些かスケールが小さい方であると言わ
ざるを得ないかも知れない．
彼が早世であった＂こともあるが．一九一八年二十オの頃に．それ迄志
していた絵筆の道に励む傍，事実上の処女作《PetitLouis》の構想を練
り始めて以来．彼が世に残した作品は全部で十五編である．その所為か第
一次世界大戦後の知性文学派の主班 AndreGideに見出され,Gideを
親友としたにも拘らず，作家として全く同じような立場に在った他の同時
代人，例えば JeanCocteauに見出された RaymondRadiguet等に比
べて文学史上の Dabitの地位は極めて低い．尤も Dabitの作品が普遍
的に見て誠に拙劣だからだと言ってしまえばそれ迄だが，彼をしてそのよ
うな地位に甘んじさせた要因は他に在るように思われる．
それは， Dabit自身にとってはこの上ない喜びであったかも知れない
が．一九二九年の《L'Hoteldu Nord》（邦訳「北ホテル」）に対する le
Prix populisteの受賞である．
この受賞が大きく左右して大方の文学研究者．或いは批評家たちの手に
よって彼は populismeの作家,proletariat派であると決めつけられて
しまう．しかしこの受賞以降も彼の作品にそのような偏重は見られないば
かりか．作風もその意味での固定化を来すことはなかった．にも拘らず．
1) DUBOURG, Maurice; Eugene DABIT et Andre GIDE, Paris, plaisir 
du bibliophile (MAURICE PERNETTE), 1953, P .9. に， Le21 
aout 1936, mourait a l'hopital de Sebastopol, a l'age de trente-huit 
ans, Eugene Dabit, …と在るが， Dabitは一八九八年十二月二十一日
に Parisの Montmartreに生まれており，享年三十七オの筈である．
86 
. .. . . . .
彼は単なる（当時の proletariat派）流行作家として片づけられ．もっ
と別の角度から認められるべきであった彼の真価は遂に二度と再度問われ
ることはなかったが，事実 Dabit自身も populisteとか communisteと
かを気取ったりはしなかったのである．それは Gideが，
「この作品〔北ホテル〕はすばらしい成功を収めた。が、私自身として
は、「北ホテル」よりも「ヴィラ・オアジス」の方が、一層好ましく思は
れる。「ヴィラ・オアジス」はそれほど評判にならなかったが、 より深い
意味を持ち、同時により不安な意味があるやうに見受けられる。その題材
自韻が、或る黛派の人々を嘗惑させるやうな性質を持つことが、私にはつ
きり感じられるからだ。ダビもそのことに氣がついてはゐたが、傾向的な
目的のために員賓を歪曲するには彼はあまりにも誠賓であった。彼は批評
家としての櫂利を留保したのだ。心の中では十分にコンミュニストであり
ながら、黛に加入することを拒絶したのも、また正にこの故である。」2)
と述べていることから，そして RaymondGuerinが JeanPaulhanに
宛てた手紙の中で，
「さらにまた、ダビはプロレタリア的な氣取りを持たず、純粋で、自分
をひけらかしたりしなかったからであります。辮護士や裁判官になる代り
に、軍なる詩人として満足する分別があったからであります。」3>_
と記していることから，更に Dabit自身が，
Ils veulent que je sois un romancier populiste . Il faut 
toujours qu'ils vous classent ! Qu'ils vous rnettent dans le 
dos une etiquette; 惇 leursert peut-etre a se tranquilliser/' 
と言っていることからも明らかである．
2) ウー ジェヌ・ダビ，鈴木力衛繹； 緑の地幣 (LaZone verte), 東京，穂高
書房， 1948,「ウージェヌ・ダビを悼む」アンドレ・ジード．
3) ibid. 
4) RAGON, Michel; HISTOIRE DE LA LITTERATURE OUVRI祖'RE,
Paris, LES EDITIONS OUVRIERES, 1953, p,. 127. 
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それでは Dabitはどのような genreに属すべき．そして何に真実を
見出そうとした作家なのであろうか．
これについて小説画家 Dabitが文字を絵具に，ペンを絵筆として描い
た小説画とも言うべき「北ホテル」を題材に選び少々考察を試みてみたい．
＊ 
《L'Hoteldu Nord》は Paris,le 6 novembre 1927と日付され，
Gideが Dabitに宛てた手紙の中に，
Je ne sais malheureusement lire que tres lentement, ce qui fait 
que je n'ai pu depasser la moitie de votre premier cahier [原註J(1) 
et . [原註](1) Il s'agit du manuscrit de !'Hotel du Nord." 
と在るように．一九二七年 Dabitが二十九オの時に執筆，翌一九二八
年脱稿，そして一九二九年に Denoel社から出版された．その後， Artheme
Fayard, Union Bibliophile de France, Club Frani;ais du Livres, 
Le Livre de Pocheの各社からも再版され，一九二九年最初の LePrix 
populisteを獲得したことは前述の通りである．
ところで，この小説の題名であり；その中での重要な舞台となっている
L'Hotel du Nordという宿屋は， Gideが．
「ウジェーヌ・ダビは、よく自分の父親や母親の噂をした。私がまだ一
け
度も會ひに行っていなゐのは怪しからん、と云つて非難したものである。
ダビと最後に話しあったとき、私は、パリーに錦り次第、「北ホテル」を
訪ねて行くといふ約束をさせられてしまった。ああ！その訪問を私は死の
使ひとして果したのであった。」6)
と述べており，又彼が Dabitに宛てた手紙， Syracuse,15 fevrier 34 
の冒頭に，
a Monsieur Eugene Dabit, 102 Quai Jemmapes, Paris X" " 
5) DUBOURG, Maurice; op. cit., p. 30. 
6) ウー ジェヌ・ダビ，鈴木力衛； op. cit. 
7) DUBOURG, Maurice; op. cit., p. 44. 
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と記している通り実在のものである．更に注目すべきは，一九一八年十一
月，当時十九オの Dabitが第一次世界大戦の戦線から Parisに戻って
来て,Maurice de Vlaminckに師事し絵を描いていた一九二六年頃迄の
八年間のことを記した文章に．
1 connut la huit <lures annees, pendant lesquelles il fut se-
couru materiellement par ses parents qui devaient acheter, au cours 
de cette epoque, le fameaux Hotel du Nord, quai de Jemmapes. 
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というのが在り．明らかに L'Hoteldu Nordに Dabitの一家が住み，
或る期間その所有者であったことが窺える．
Dabitが L'Hoteldu Nordの内外を非常に緻密に描くことが出来
たのは，彼が鋭敏で正確な画家特有の観察眼を持っていた上に．このよう
な事実があったからであろう．
したがって．この宿の主人 EmileLecouvreurは曽て配達馬車の御
者をしていて途中からホテル経営に転職した彼の父親を，その妻 Louise
は彼の母親を，それぞれモデルに描かれていると見て差支ないように思わ
れる．
さてここで，この作品の構成について少々触れておきたい．
《L'Hoteldu Nord》は《LeBeau dimanche》（一九二四年），《La
Nuit》（同年）に続く彼の三番目の作品で，全三十四章から成っている．
《L'Hoteldu Nord》と同じような設定で， appartementに住む一家の
ことを描いた作品に《VILLAOASIS ou les Faux Bourgeois》(-
九三二年）が在るが，三つの章に分かたれたこの作品には histoireの中
断がないのに比べ．前者では各章がほぽ完全に独立した episodeの所謂
omnibusの形式が採られている.Lecouvreur夫妻はどの章にも登場す
るが．この小説画家の個展に並べられた一枚一枚の小説画のサインであ
り．単にホテルの住人達と同じく取巻としての存在に過ぎない．それでは
《L'Hoteldu Nord》は主人公不在の小説なのであろうか．否，存在
8) ibid., p. 12. 
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する．抽象的且空間的存在としての Dabit自身の『眼』がこの小説の主
人公である．この『眼』は冷徹な移動カメラとなって， レンズに映った
L'Hotel du Nordの部屋，壁，廊下のありのままを脚色することなく
我々に伝える.Monsieur Lrcouvreurがウィスキー・グラスを磨いてい
るカウンターの上で， トランプに打ち興じる連中の直ぐ傍で，街路に飛び
出して行く男達や quaide Jemmapesを散策する娘達の背後で，歓喜に
悶え肢体をくねらせてベッドを軋ませる女達の部屋の片隅でフィルムは静
かに回り続ける．この視覚的，画面的な把握は Dabitが非常に繊細な
小説家であると同時に秀れた写実画家であることを物語っている．
Andre Bretonが sur詑alisme宣言をしたのが丁度1924年.Dabitが
" Paris~oir" に《Le Beau dimanche》を発表したり，《LaNuit》を
書いた年である．こうした新しい小説の動きが起こり始めた当時のことで
もあり，極めて冒険的な言い方をすれば， Dabitの「主人公不在の小説」
という画期的着想は「映画的手法」（無論，彼自身はそのようなことは思
いもよらなかったかも知れない）という点で nouveauromanとか anti-
romanと称される立場の描き方と共通性がないではない．
＊ 
さて， Dabitがこの小説のmotifとして登場させたのはいずれも小市
民である．しかも殆ど脚色することなく，前述のように極めて視覚的，客
観的に彼等を捉えている．したがって，彼等作中人物の行動分析を客観的
に試みることで，彼等に冷徹な『眼』を向けている Dabitの《L'Ho-
tel du Nord》製作意図或いは Dabit自身について，満足すべき解
答が得られるものと考える．
Dabitが《L'Hoteldu Nord》を執筆した年に Gide が彼に宛
てた Paris,le 6 novembre 1927という日付のある手紙の中で， Gide
が，
… Malheureusement ce hon (qui souvent est de la qualite la 
plus fine et la plus emue) se trouve a cote de beaucoup d'inutile 
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qui lasse l'interet et fatigue l'estomac du lecteur. C'est ainsi 
que le chapitre de la visite de l'h6tel Oe 3°je crois), me parait 
remarquable -me paraitrait plus remarquable encore - si l'emotion 
n'etait deja quelque peu defraichie par les deux premiers chapitres. 
l me semble que sans beaucoup d'efforts et tout naturellement 
ces deux premiers chapitres pourraient se resorber dans le 
9) 
tro1s1eme. 
と相当な酷評を加えた《L'H6teldu Nord》の第二章には， Madame
Lecciuvreurがやっとホテル経営をしてみる気にはなったものの，いろい
ろと取越苦労をする，
Autrefois, lorsque, apres bien des palabres, son beau-frere, 
commerQant enrichi, lui a propose d'avancer l'argent pour l'achat 
d'un petit h6tel, Louise, devant les risques d'un avenir incertain, 
n'a pas cache ses apprehensions. Une decision aussi aventureuse 
rebutait sa prudence et sa simplicite d'ouvri釦e. Pour ele, le 
bonheur, c'etai t de vi vre a vec les siens sans ch6mage ni malade. 
On allait acheter un fonds. Et puis apres? Ni ele, ni Emile 
ne connaissaient le metier d'h6telier. N'etait-ce pas tenter la 
destin知， demanderplus que la vie ne peut offrir? On n'a jamais 
ete patrons, observait-elle. (Chapitre II) 
という件が在るが，ここに示される Louiseの，と言うよりも Louise
に代表されるような，何事にも一度は物怖をしてからでないと取り組めな
いという，小市民特有の臆病さが Dabitの心を捉えて放さないのである．
同じ第二章の最後の個所で Louiseは再度考える，
Elle est transportee de confiance. Cette visite de l'H6tel 
du Nord se prolonge mysterieusement en ele. Elle n'avait jamais 
imagine un pareil milieu. Peut-etre est-elle appelee a d'etran-
9) ibid., p. 30. 
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ges rencontres ? Bah ! toute vie merite qu'on s'y attache. Et 
l'inconnu n'est pas sans attraits ni profits. Ont-ils ete assez 
meprises parce qu'ils logeaient sous les toits; on les croyait 
pauvres, sans relations. "Tout va changer", pense-t-elle. 
(Chapitre I) 
このように登場人物の凡てが過去から現在へと不幸や貧困，或いはその
両方を背負っている.Dabitの『眼』は常にこれらの人々に向けられる
のである． それは丁度 Dabit が《VILLAOASIS ou les Faux 
Bourgeois》の巻頭言に掲げた FedorDostoievskyの「パリのブル
ジョワ」の一節，
「いまぜひとも必要なことは、金をためること、そしてできるだけ多く
のものを手に入れること。その上ではじめて多少の尊敬を期待することが
できる。それは他人の尊敬ばかりでなく、自己にたいする尊敬の、歓くべ
からざる條件である。」 to)
に言い尽されていると思う．しかし，こうした小市民という階級を通して
しかものを見ない，見ることが出来ないというのは Dabitの視覚的客
観性と矛盾しはしまいか．この点について Dabitは，
「階級文學を云々するのは問題の提出法が悪いのだ。むろん、私が書く
ものを感ずるのは私の階級を通してではあるけれど…中略…私の書くもの
はわれわれの時代の雰園氣を映し、われわれの苦悩を示し、われわれの愛
と憎しみとを偲へるだろう。その結果、或る種の反抗を助成し、準備する
ことがないとは云へない。」 JJ)
と弁明し， MauricePernetteは，
Ni revolutionnaire, ni populiste, Eugene Dabit eut le merite 
d'apporter a la litterature une reuvre bien personnelle dans la— 
quelle s'esquissait la vie journaliere et triste de l'ouvrier -
10) ウジェーヌ・ダビ，鈴木力衛繹； あこがれ社 (VILLAOASIS), 東京，
三笠書房， 1955,巻頭言。
1) ウー ジェヌ・ダビ，鈴木力衛； op, cit., p. 283. 
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ses plaisirs et ses peines, - les efforts des d細herit給 quies-
sayent de sortir du marasme quotidien mais tombent trop souvent 
12) 
dans la depravation et la paresse, apanages de la classe bourgeoise. 
と弁護するのである． . . . . . . . 
では，何故 Dabitは可哀そうな人々を描こうとするのであろうか．
それはこの hommede la rueが臨終に残した一行の message,
《1 faut sauver en soi la vie, et sauver sa vie des atteintes 
13) 
des hommes, la est le redoutable probleme.》
に集約されている．
ところで， Dabitが描くのは佐藤輝夫氏が言うように，
「その他のポビュリストといわれているウージェーヌ・ダピの『北ホテ
ル』(-九三0年）、コミュニストのポール・ニザンの『陰謀』(-九三
八年）などは労働者や知識人の生活の暗い面を容赦なくあばいて見せてい
いんうつ
る。こうした非順応主義の暗い陰鬱な小説…」14)
なのであろうか．「プロレタリア文学」とか「ポピュリスムの文学」とい
う言葉は一般に非常に陰惨な響きを持って聞こえる．人生の melancolie
の部分を増幅させた文学という既成概念が在るのも事実である．又，我が
国では反動勢力によって或る時期意図的にそのように解釈させようとする
風潮が在ったことも否めない．それらが階級文学と呼ばれることについて
は，確かに Dabit自身も前述のようにやや認めてはいる．が， populiste
の立場にはもう一つ見逃してはならない部分がある．それは凡ゆる苦悩と
．．．．．．．．．． 
闘う民衆を如何なる立場からも注意深い共感を持って直視し，そこから. . . . . . . . . . . . 
pessimismeを追放し，暖かい『眼』で民衆の喜びを詠い上げようとする
立場である.Dabitは常にこの暖かい『眼』で登場人物を見つめている．
12) DUBOURG, Maurice; op. cit., p. 53. 
13) RAGON, Michel; op. cit., p. 152. 
14)佐藤輝夫編； 毎日ライプラリー一「フランス文学」，東京，毎日新聞社，
1960, p. 246. 
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以下は MonsieurLecouvreurが愈々ホテル経営に乗り出すことになり，
L'Hotel du Nordの下検分に出かけた日の帰り道の件である，
Il s'eerie: — On dine au restaurant ! Cette decision im-
prevue les enchante. Mais ou iront-ils ? Leur enthousiasme est 
trouble par une timidite dont ils ne peuvent se defendre. D'abord, 
peureusement, ils mesurent les prix a l'eclat des enseignes, puis 
ils sacrifient la prudence a l'ardeur qui les souleve. 
Lecouvreur, d釦ide, pousse la porte d'un "bouillon". Ils en-
trent dans une salle ou trois lustres repandent une lumiere aveu-
glante. Ils s'installent a une petite table. Sur la nappe d'un 
blanc glace, les verres et l'argenterie--imitation, resplendissent. 
Ce luxe les intimide. Un garc;on leur presente le menu, attend 
leur ordres. 
Louise lit a haute voix la liste des mets, dans ses yeux passe 
une lueur de convoitise. - Allons, ma petite, decide--toi, dit 
Lecouvreur. - Eh, je ne sais pas… On prend de la soupe ? des 
entrees? Ah ! tiens, choisis ! … 
Chez ele, Louise cuisine parce qu'il le faut bien; c'est la 
derniere corv知 apresque le travail est fini. Mais ce restaurant 
ressemble a un conte de fe. On n'y calme pas seulerrient sa faim, 
on y, apaise les gourmandise d'une annee. (Chapitre I) 
さて，鈴木力衛氏が，
「極度に精緻な心理探究やあまりにも高い知性が大衆に縁遠いものであ
ることは言を侯たぬ。ポピュリストはジード的な知性文學を斥けるととも
に、曲藝みたいな心理小説を「朦文學」と呼んで軽蔑する。小説は小説で
あれば澤山で、詩など取り入れる必要はない、われわれの求めるのは小説
のための小説（ロマン・ロマン）だ、これが彼等の主張である。現賓的な
手法で民衆を描くのがポピュリストの目的だとすれば、自然主義の遺産を
放棄するわけには行かぬ。彼等は喜んでこれを継承する。しかし、例へば、
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ゾラの描いた努働者の如きは、本能のままに動き、まつしぐらに破滅の淵
に突進する。これは自然主義者の民衆に封する愛が足りなかったからだ、
とポピュリストは考へる。」151
と述べているように， Dabitがスケッチした民衆は全く以て optimiste
ばかりである．しかし，彼等は過去に於て押並べて苦痛と忍従の日々を送っ
て来た人々なのである．否，現在も L'HOteldu Nordの住人達は貧
苦と欠乏の毎日を送っている．にも拘らず，真剣に誰かを愛するというこ
と，懸命に働くということ，そして毎日の生活の中に次々と新しい生甲斐
を見出すことによって，既にそうした pessimismeからの脱却を果たした
人々なのである．彼等は Dabitが，
《Toutce monde travaillait, peinait, s'amusait, aimait, souffrait. 
Une fois, de plus, dit-il, je me m~lais directement a la vie.》16)
．．．．．．．．．．． 
と言うように．直接人生と格闘して来た民衆であり.Andre Mauroisが
Charles Peguyについて記した書の中で述べているような，
「ペギーは何者であるよりもまずフランスの民衆的人間である。フラン
ス民衆のいろいろな美点と欠点とをいずれも持ち、仕事への愛を彼は持っ
ていた。この仕事への愛は、昔のフランスの勤労者、職人のそれと同じも
のだった。ペギーはまたフランスの民衆が持っているのと同じ用心ぶかい
疑惑心や、絶えず平等を重んじる心づかいを持っていた。」＂）
民衆である.L'HOtel du Nordにはそんな勤労者，職人達が住んでい
るのだが，
1 y a la des gens de tous metiers. Quelques employes, un comp-
table, des gari;ons de salle, des electriciens, deux imprimeurs; et 
tous les ouvriers du batiment, terrassiers, platriers, mai;ons, char-
pentiers, de quoi refaire Paris si un tremblement de terre venait 
15) ウージェヌ・ダビ，鈴木力衛； op. cit., p. 35. 
16) RAGON, Michel; op. cit., p. 150. 
17) ウージェヌ・ダピ，鈴木力衛； op. cit., p. 135. 
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a ledetruire. (Chapitre VII) 
この中には Dabit自身がそうであった電気技師も顔を覗かせている．
一方，ここには仕事を持った若い女性も住んでいて，
…, de jeunes femmes apportent une animation nouvelle. Des 
ouvrieres qui travaillent aux peausseries et filatures du quartier, 
des vendeuses, des dactylos. . Elles commandent un caf釦creme
qu'elles boivent a petites gorgees. Tout en grignotant une brio-
che, elles se regardent dans les glaces du comptoir, puis elles 
se maquillent avant de gagner la rue. 
Louise les observe sans bienveillance: "Toutes des fricoteuses ! 
pense-t-elle. Elles feraient mieux de se laver que de se mettre 
de la poudre de riz ! " Quand la derniere est partie, elle ouvre 
toute grande la porte du cafe, et comme son mari s'etonne: -Qa 
empeste ici ! . (Chapitre VII) 
という生活だが， MmeLecouvreurの御気に入りは少ないようである．
＊ 
さて，《L'Hoteldu Nord》は以上のようにただ漫然と民衆を描写
することに終始した作品ではない. Dabitは populisteや commumste 
を気取りはしなかったが，前述のように「心の中では十分コミュニスト」
であった.Chapitre XXIVでは， L'Hoteldu Nordで亡くなった夫の
遺品を受け取りにやって来た全く亡夫を省みない妻を有産者階級に仕立て，
その傲慢といやらしさを強調することによって痛烈な批判を試みることを
忘れない．
-11 l'aura oublie en chemin de fer…-Ah ! vous ne connais-
sez pas mon mari, madame. Elle eut un rire bref, offensant, 
et, d'une voix cinglante: —On le [ un parapluie] lui a vole. 
Louise sentait la moutarde lui monter au nez. Devant cette 
femme, exigeante et dedaigneuse, elle pensait au malheureux convoi 
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qu'elle avait suivi jusqu'au cimetiere de Pantin. Elle ne put 
se retenir. Pele-mele elle ramassa les bagages, en chargea Mme 
Ladeveze et la poussa dans l'escalier. "Foutez-moi le camp ! 
Foutez-moi le camp ! " 
Elle s'arreta, bouleversee. En bas, Mme Ladeveze criait: -Si 
vous le retrouvez, son parapluie, ecrivez-moi ! (Chapitre XXIV) 
又， ChapitreXXIXでは lepremier maiに集まった労働者達を鎮圧
に出動した警官隊を横暴な反動勢力に見立て，その反抗の一面を覗かせて
もいる．
Lecouvreur n'eut pas le temps de mettre les valets. La bagarre 
eclata. Louise courut se cacher au fond de sa cuisine. Un gros 
caillou frappa la devanture et des釦latsde verre tomberent dans la 
boutique. Lecouvreur, hors de lui, ouvrait deja la porte, mais 
Pluche l'attrapa par le bras. "V ous allez vous faire casser la 
gueule, nom de .. " 
Un bruit de galopade couvrit sa voix. 1 y eut des hurlements 
et le claquement sec de quelques coups de revolver. Puis le silen-
ce… Les clients de l'hotel se risquerent dehors: les gardes a 
cheval resta1ent maitres du terram. 
Louise sortit de sa cachette. "C'est du beau, leur 1er Mai, 
dit-elle, d'une voix tremblante d'effroi et de colere. 
(Cha pi tre XXIX) . . . . . . . 
民衆の日々，愛と憎しみ，歓喜と苦悩を通して，このロマン・ロマンの
遂合合，元成合 Dabitは彼の生きた時代とその雰囲気とを我々に伝え
ようとしたことは言うまでもない．
そして彼が求めた真実は，崩れ落ちる《L'Hoteldu Nord》の絶望
的な断末魔でもなければ， ChapitreXXXVに描かれている，
Louise demeurait silencieuse. "C'est comme si l'Hotel du Nord 
n'avait jamais existe, pensait-elle. 1 n'en reste plus rien . , 
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pas meme une photo." Elle baissa les paupieres. De toutes ses 
forces, ele chercha a se representer son ancien domicile, les murs 
gris, les trois etages per⑫ s de fenetres, et plus loin, dans le 
passe, le temps qu'elle n'avait pas connu, ou l'Mtel n'etait qu'une 
auberge de mariniers… (Chapitre XXXV) 
という老いた悔恨や nostalgieでもない．
彼は捜していたのである．それは MarcelGirardが， Dabitをして，
「終始軍純さを守り通したこの大きな少年のあどけなく、律義な魂が窺
える。」18)
と言った『若者』であり，
《deshommes qui ont la passion de la jeunesse, la force, le goO.t 
de la purete》19) 
．．．．．．．．．．．． 
という若者である.Dabitは民衆の中にこの大きな少年を捜し求めて生
． 
きることを提唱し続ける．「生きる」ことの表現こそ凡ての芸術活動に携
わる人々の永遠の motif,願い，使命ではなかろうか.Eugene Dabit 
はこう言っている，
Je ne sais s'il m'est possible d'esperer vivre encore vingt ans. 
Je le souhaiterais. Pour assister au triomphe des eternels vain-
cus. Et aussi parce que j'aime la lumiere, les arbres, la mer, 
tant de spectacles merveilleux dont on ne se rassasie jamais. Assez 
de choses, independantes de l'homme, nous apprennent a croire et a 
aimer. Auss1 voudrais-je vivre… 20) 
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18) マルセル・ジラール，渡邊淳繹； 現代フランス文学事典1918~現在，東京，
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19) RAGON, Michel; op. cit., p. 151. 
20) ibid., p. 52. 
